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「無意識のバイアス」 



Nature 
29 September 2011 



“I cannot believe something like this would be published in 2011” 

“Publishing this article promotes the idea that  
Nature’s review process is greatly flawed” 

“By publishing this article,  Nature 
promulgates such nonsensical Men are from 
Mars, Women are from Venus ideas” 

“Innate ability” 
  
 生まれながらの能力（の違い） 
 
gender bias and other stereotypes 

“The story places women and men in fundamentally 
different categories” 

“This “humorous” article is sexist and completely unscientific” 

“This kind of article makes women feel excluded and hinders 
their progress in science careers” 

“It is surprising that the authors didn’t 
actually realise that his article would cause 
offenｓe, and that is one of the most 
worrying things about it” 

Comments 

“Latent bias” 
 潜在的偏見 

“It clearly demonstrates the lack of sensitivity” 



  Unintentional, latent, subconscious bias 
故意でない（何気ない）、潜在意識の偏見／先入観 

“Men are hunters and women are gatherers” 

“Women are well-organized and domestically-oriented whereas men are useless in everyday life  
                                         but come up with theories about the universe” 

隠されているメッセージ： 
優位にある事を心地よく思う気持ち 



私たちのコミュニティーが正面から取り組まなければならないこと 

1. 私たちが持っているこのような偏見を認め、それを乗り越えることが 
                             私たち全ての利益となる  



「男女共同参画に関して」議論するとき、人はしばしば「退行」 
におちいってしまう。つまり、意識が一時的に、より未熟な 
状態に逆戻りしてしまう。なぜだろう？ 

「退行」 
「劣化」 
「攻撃的」 
「下品」 
「客観性の低下」 

（「匿名性／匿名である自由」との類似性） 



“We have to recognize that group averages cannot be applied to 
individual members of the group, and that individual behavior 
does not necessarily imply that all members of the group share 
said behavior” 

2. 自然科学的な考え方：論理的かつ定量的に考え、実証に 
基づいて自分なりに結論を導くという（普段私たちが実践し 
ている）考え方が私たち全ての利益となる  

横行している科学的根拠のないバイアスを「理性的・意識的に排除する」 

“Scientists should judge their colleagues on the basis of direct 
professional interactions rather than applying averages and 
stereotypes” 



「女性は使いにくいよね」「女性って大変でしょ？」 
    
   これって、「全ての女性は」って言う意味ですか？全ての男性は使い易い？ 
   「女性は使いにくい」と言っている教授（女性PIも含め）、あなた大丈夫ですか？ 
     
 
「女性と医者研究者って似てない？すぐ「降り」ちゃうっていう意味で」 
     
    これって、「全ての女性は」って言う意味ですか？全ての男性は降りない？就職／昇進が難しい 
    から、結婚して生活を安定させようとしているだけ？医者は資格だけど、専業主婦（家事手伝い） 
    って資格？夫の出世で自らも偉くなったと感じる？夫の肩書きで自分の社会的地位が決まる？ 
    本当は、妻のサポートで思い切り仕事に打ち込める夫が羨ましい？ 
    仕事を続けられない不完全燃焼感？専業主婦なんてものはない？ 
 
 
「彼は家事・育児に協力的なので、これからも助けてもらいながら、 
 頑張っていきたいです」「へー、そんなにいろいろ手伝ってくれるの。 
 ダンナさん、優しいねー」 
 
   協力的で優しいダンナを持つのは、幸運？家事や育児の分担は男性の優しさに期待するものですか？ 
    家庭のことはヨメさんがやってくれるって、それは甘え、それとも「男の甲斐性／沽券」? 
            「家庭のことは私がやらなければ」って、それ本当？ 



毎日新聞  
2月27日、2011年 



「自らを客観視する視点を失うと、世界に自分と 
相手の2者関係しか存在していないかのような錯覚 
がもたらされる。そしてほとんどの3者関係は、 
その起源である母親と子供の2者関係に限りなく 
近づいていく」 
             斎藤 環 「公共性と匿名性」 

ー自然科学的な考え方ー 



“Glass ceiling”   (1970’s) 

     invisible barriers that block the upward mobility of women in the workfor  

“Leaking pipeline”   (2000’s) 

     under-representation of women, especially at senior levels, in science 
   (women dropping out of science instead of moving up the career ladder) 

“Walking on eggshells”   (2010’s) 

     you should walk on eggshells if that would help you avoid making  
         statements or judging people based on “latent bias”   

横行している科学的根拠のないバイアスを「理性的・意識的に排除する」 
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